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皆さん、重さと
質量の違いにつ
いて、イメージ
を持つことがで
きて良かったと
思います。そう
したイメージを
大切にして下さ
い。 

その通りです。そもそも、
体重は、ＩＳＳに行っても
ゼロになりません。体重と
言っているのは質量ですね。 

ただ、 「運動方程式に現れる加速させにくさが質量である」と言ったとき、「加速度の大きさは質
量に反比例する」という法則は、法則ではなく、質量の定義である、ということになってしまいます。
ニュートンは、力とか、加速度とか、質量とか、万有引力とか、そういった渾然一体としたもの全部
を辻褄の合うように体系化したのです。 

うーん、そこは微妙ですね。「重いか
ら持っているのが大変」という場合に
は、「重さ」です。「ジャイアンは重
いからちょっと押しただけでは動かな
いよ」は「質量」です。 

その通りです。そう話しました。こ
れについては、微妙な話があります。
地球物理業界では、重力＝万有引力
＋遠心力です。ＩＳＳではつり合っ
ているので無重力です。 

ところが、理論物理業界では、万有引力＝ニュートン力学の万有引力、重力＝相対性理論の万有引力
です。そこで、ＩＳＳでも重力はゼロでない、となります。私は地球物理業界用語で話しています。
同じ言葉に複数の意味があるのは困ったことです。時々気をつけてください。 

2. 速さと速度 
 皆さん、理解してもらえたよう
で、とても良かったです！ちょっ
とした違いですが、大切なのでよ
く覚えておいてください。 
 実際、速さが一定でも速度が変
化することで加速度が発生します。
その加速度を考えることが等速円
運動では大切になります。 

等速運動と等速度運動という表現はあまりに紛ら
わしいので使いませんね。よく使うのは、「等速 

直線運動」（これが等速度）と、「等速円運動」（これは等速度でありません）です。 

 難しいことではありません。速度はベクトル量
で、大きさだけでなく、向きも含めて考えなけれ
ばならない、ということです。わからなかったら、
是非質問に来て下さい。 



3. 等速円運動  数学を使えば、等速円運動の速度や加
速度は機械的に微分するだけで出てきま
す。その意味や、図形的な関係を考える
のは、数式を扱うよりも難しいことです。
そして、難しいことを皆さんに要求して
います。等速円運動は、この講義の中で
も最も難しいところです。是非、しっか
り、予習と復習をして下さい。 

 地球の公転も正確には等速円運動ではありません。でも、ほぼ、そうです。地球の自転に伴って、
地球上の物体も、ほぼ、等速円運動しています。地球自身が等速円運動しているとは言いませんね。 

4. 微分と積分と円周率 
 物理学の基本的な理論の発達は、今
後もあるでしょうが、それはほとんど
の人には関係ありません。しかし、物
理学やその応用分野には、皆さんもか
かわってくはずです。その際には、グ
ラフを見ながら判断することがとても
大切になります。是非、練習して下さ
い。 

 円周率の計算で日本人が新記録を作ったとい
うニュースが先日ありましたね。私よりも円周
率を長く覚えている学生が何人もいることは、
心強いです。これを機に、円周率の定義も覚え
ておきましょう。 

5. 原発と知ること 
 まず、先週の話は語弊があったかも
しれません。医療機関では、安定的に
電力が供給できることを前提にしてい
るシステムがあるという話をしました。 

 この質問は、別の話ですね。いい質問です。昔、キュリー夫人のころは、ラジウムからの放射線を
当てることで治療になると考えられていたので、放射性物質をそのような目的使っていたこともあり
ました。しかし、現代の医療で用いるのは電子デバイスから発生するＸ線ですから、放射性物質は必
要ありません。こうした基礎知識を持っている人は、驚くほど少ないです。 

 今回の原発事故では、個人的に意
見を求められたことが何度もありま
す。それは単に私が「理系だから」
です。皆さんも、もしかしたら、
「物理学概論を履修したから」と、
意見を求められることになるかもし
れません。それを思うと、物理学概
論の中でも、簡単に放射能の話をし
ておかなければならないのではない
か、と思うこともあります。 
 ただ、時間の関係でどうなるかは
微妙なところです。生半可な知識で
は、かえって間違った結論にたどり
つく可能性があるので、無理して教
えようとは思いません。 

 一つ言えるのは、知らなきゃいけない、ということです。知っていなければ、正しい判断をできる
はずがありません。そのために、皆さんも、また、皆さんよりも若い人たちも、しっかり勉強してほ
しいと、強く願っています。 


